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アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

でほんとうにあったお話
はなし

です。

 「試
し

合
あい

はあしただよね？」ルーシーはベッドでお母
かあ

さんに毛
もう

布
ふ

をかけてもらいながら，たずねました。
お母

かあ

さんはうなずきました。「そうね！ あしたの夜
よる

6 時
じ

よ。」
ルーシーは待

ま

ち切
き

れません。何
なん

週
しゅう

間
かん

も前
まえ

から，チームの初
はじ

めて
のソフトボールの試

し

合
あい

を楽
たの

しみにしていました。そして今
こ

年
とし

の
ユニホームはピンク色

いろ

です！ うれしくてなかなかねむれません。
でも翌

よく

朝
あさ

，ルーシーはまどの外
そと

を見
み

て，しかめっ面
つら

をしまし
た。不

ふ

機
き

嫌
げん

そうな灰
はい

色
いろ

の雲
くも

が空
そら

にたれ下
さ

がっていて，いたると

ルーシー・スティーブンソン・イーウェル

ルーシーはため息
いき

をつくと，「いいわよ」と言
い

いました。その
とき，いいことを思

おも

いつきました。「何
なに

か楽
たの

しいことをしないと
ね。」

ほうきをつかむと，ほうきのはしにスカーフを結
むす

んで旗
はた

を作
つく

り
ました。それから，妹

いもうと

たちを集
あつ

めました。ルーシーは旗
はた

をかか
げて言

い

いました。「雨
あめ

の日
ひ

キャンプへようこそ！ ここは，外
そと

で遊
あそ

べないときに遊
あそ

びに来
く

る場
ば

所
しょ

です。」
妹

いもうと

たちは歓
かん

声
せい

を上
あ

げました。
「まずは，キャンプの歌

うた

を歌
うた

いましょう」とルーシーは言
い

いま
した。

女
おんな

の子
こ

たちはくすくす笑
わら

いながら，おかしな曲
きょく

とそれに合
あ

う
歌
か

詞
し

を作
つく

りました。それから，旗
はた

を持
も

って，できるだけ大
おお

きな声
こえ

で歌
うた

いながら，部
へ

屋
や

の中
なか

を行
こう

進
しん

しました。
「さあ，テントを張

は

らなきゃ！」ルーシーはとりでを作
つく

るため
に，妹

いもうと

たちが毛
もう

布
ふ

やまくらを集
あつ

めるのを手
て

伝
つだ

いました。テント
は何

なん

度
ど

かたおれました。でも，直
なお

すと，みんなとりでの中
なか

に身
み

を
寄
よ

せ合
あ

ってゲームをしました。
やがてねる時

じ

間
かん

になりました。「あしたも雨
あめ

がふるといいな」

とルーシーの妹
いもうと

のリサが言
い

いました。「また雨
あめ

の日
ひ

キャンプで
遊
あそ

びたい！」
「妹
いもうと

たちと遊
あそ

んでくれてありがとう。」お母
かあ

さんはルーシーを
だきしめながら，おやすみなさいと言

い

いました。「くもりの状
じょう

況
きょう

から自
じ

分
ぶん

の太
たい

陽
よう

を作
つく

り出
だ

したわね。あなたをほこりに思
おも

うわ。」
ルーシーはベッドにもぐりこむと，幸

しあわ

せな気
き

持
も

ちになりまし
た。おいのりは望

のぞ

んでいた方
ほう

法
ほう

ではこたえられませんでした。
それでも天

てん

のお父
とう

様
さま

は，ルーシーが家
か

族
ぞく

とできる楽
たの

しいことを
見
み

つけられるよう助
たす

けてくださいました。そしてそれは，初
はじ

めて
のソフトボールの試

し

合
あい

でピンクのユニホームを着
き

るのと同
おな

じく
らい楽

たの

しいものでした。●

雨
あめ

の日
ひ

 
キャンプ

天
てん

のお父
とう

様
さま

はなぜいのりに答
こた

えて	
くださらなかったのでしょう。

ころに水
みず

たまりがありました。一
ひと

晩
ばん

中
じゅう

雨
あめ

が
ふっていたのでした。

ルーシーはひざまずいて，朝
あさ

のおいのり
をしました。「愛

あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

，どうか今
こん

晩
ばん

のソフトボールの試
し

合
あい

ができるように，良
よ

い天
てん

気
き

になりますように。」
学
がっ

校
こう

で一
いち

日
にち

中
じゅう

，ルーシーは試
し

合
あい

について
考
かんが

えていました。新
あたら

しいピンクのユニホー
ムを着

き

て，手
て

をのばしてボールをキャッチし
勝
しょう

利
り

にみちびく自
じ

分
ぶん

の姿
すがた

を思
おも

いうかべまし
た。でも外

そと

はまだ雨
あめ

がふっていて，じめじめ
していました。

ルーシーは心
こころ

の中
なか

で，短
みじか

くおいのりをしま
した。天

てん

のお父
とう

様
さま

，どうか早
はや

く太
たい

陽
よう

が出
で

て，
今
こん

晩
ばん

試
し

合
あい

ができるようにしてください。
学
がっ

校
こう

のベルが鳴
な

ると，ルーシーはリュッ
クサックをつかんで外

そと

に走
はし

って行
い

きました。
雲
くも

の向
む

こうから太
たい

陽
よう

が顔
かお

をのぞかせている
のが見

み

えます！
でも，お母

かあ

さんがおむかえに来
き

たとき，悪
わる

い知
し

らせを聞
き

きました。「今
こん

晩
ばん

の試
し

合
あい

はキャ
ンセルになったわ」とお母

かあ

さんは言
い

いまし
た。「残

ざん

念
ねん

だけど。」
ルーシーは空

そら

を見
み

ました。「でも，太
たい

陽
よう

が
出
で

てきているわ。雨
あめ

はやむかも」
「そうね 」とお母

かあ

さんは言
い

いました。「で
も，ソフトボール場

じょう

が水
みず

であふれかえっているの。だから，雨
あめ

が
やんでもびしょびしょでどろだらけで試

し

合
あい

はできないわ。別
べつ

の
機
き

会
かい

に延
えん

期
き

されるでしょうね。」
ルーシーの目

め

に熱
あつ

いなみだがあふれてきました。とてもがっ
かりした気

き

持
も

ちでした！ ルーシーはほんとうに，ほんとうに今
こん

晩
ばん

試
し

合
あい

をしたかったのです。天
てん

のお父
とう

様
さま

はなぜいのりにこたえて
くださらなかったのでしょう。

家
いえ

で，ルーシーは雨
あま

雲
ぐも

のように灰
はい

色
いろ

でどんよりした気
き

分
ぶん

でし
た。お気

き

に入
い

りの本
ほん

を読
よ

む気
き

になれませんでした。そして，お
母
かあ

さんが夕
ゆう

食
しょく

に大
だい

好
す

きなパスタを作
つく

ってくれても，それほどお
いしく感

かん

じられませんでした。
夕
ゆう

食
しょく

の後
あと

，ルーシーのいちばん下
した

の妹
いもうと

のエリーが，ルーシー
のひざの上

うえ

にのぼってくると，「一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

ぶ？」と聞
き

きました。
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